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学術活動について




学術活動として、非破壊試験・非破壊検査・非破壊評価全域にわたり、国内外で学術調査・研究活動を展開しております。当協会の学術活動は、非破壊検査技術の根幹をなす8つの要素技術分野と4つの応用技術分野の計12部門で構成され、研究・調査の発展や情報交換を目的としています。春の総合シンポジウムと秋の講演大会では、毎回様々なテーマで発表が行われており、論文・技術解説などは協会機関誌の『非破壊検査』に発表されております。また、技術開発センターでは、認定関係の教育・訓練・試験ばかりでなく、学術調査・受託研究などを推進して学術情報基地としての役割も果たしております。




非破壊検査では、様々な物理現象を用いて、被検査物を壊さずに、内部や表面付近のきず・欠陥を検査し、その位置や形状・寸法を評価します。検査技術は日進月歩であり、特に最近の電子技術の発展に伴って、デジタル記録技術や画像処理技術を取り込んだ検査技術が開発されています。最近はきずを見つける検査性能の向上を図るだけでなく、ものを大事にして長期間安全に有効利用する観点から、材料の疲労や劣化の評価、余寿命の評価まで行う研究活動が始まっております。




従来検査対象物は鉄鋼材料などの金属材料が主でしたが、近年ではコンクリートや先端材料の複合材料やセラミックスにまで対象が広がっています。今後ますます、非破壊検査の需要が増すと予想されるとともに、様々な場面で非破壊検査の重要性が高まっております。




◆学術部門行事（コロナ禍における対面開催）に関するご理解とご協力のお願い




部門案内




非破壊検査技術の根幹をなす8つの要素技術分野と4つの応用技術分野の計12部門で構成され、研究を行うとともに協会の実施する標準化活動や認定の活動をサポートします。各部門の下に専門技術別の研究委員会が所属します。




要素技術分野




	放射線部門(RT)
	超音波部門(UT)
	磁粉・浸透・目視部門(MT/PT/VT)
	電磁気応用部門(ET/MFLT)
	漏れ試験部門(LT)
	応力・ひずみ測定部門(SSM)
	アコースティック・エミッション部門(AE)
	赤外線サーモグラフィ部門(TT)





　活動　研究発表　部門毎に年3回開催（内1回はシンポジウムとして一般公開）




応用技術分野




	製造工程検査部門(IPI)
	保守検査部門(MI) 
	鉄筋コンクリート構造物の非破壊試験部門(RC) 
	新素材に関する非破壊試験部門(NMT) 





　活動　研究発表　部門毎に年3回開催（内1回はシンポジウムとして一般公開）




研究会案内




部門の他にさらに自由な立場で新規研究を行う（2年間の有効期限）以下の2つのテーマの研究が活動中です。




	先進センシング技術とデータ処理に関する萌芽研究会
	cosα法方式のＸ線残留応力測定法研究会





　活動　研究発表　テーマ毎に年3～4回開催
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	表層透気試験のコンクリート構造物への適用に関するミニシンポジウム
	第14回放射線による非破壊評価シンポジウム
	2023年度「先進センシング技術とデータ処理に関する萌芽研究会」
	鉄筋コンクリート構造物の非破壊試験部門・赤外線サーモグラフィ部門 合同ミニシンポジウム
	第27回　電磁気応用部門・磁粉・浸透・目視部門・漏れ試験部門合同シンポジウム
	2023年度 安全・安心な社会を築く先進材料・非破壊計測技術シンポジウム
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